


女川原子力発電所２号機の適合性審査では、基準地震動の策定のうち、「プレート間地震」に
ついて審議されています。
これまでの審査会合におけるコメント等を踏まえ、さらに厳しい条件で評価したところ、新たな地

震動 (717ガル )が得られたことなどを説明しました。
この地震動は、申請時の基準地震動※Ｓｓ－１(640 ガル )、Ｓｓ－２(1,000 ガル )を一部の周期帯で

上回るものです。
本審査項目については、不確かさの考慮の考え方等についてより詳しい説明を求められたことな

どから、今後の審査において説明していきます。
なお、女川原子力発電所については、適合性審査申請時の基準地震動に対して裕度を持たせた

耐震工事を進めているため、今回の追加評価による発電所の設備への影響はないものと考えてお
りますが、今後、詳細な評価を実施することとしております。


